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EU-REACH規則におけるガラス中の SVHCに関する見解について 

（第 8次 SVHCにて追加された鉛酸化物・含鉛複合酸化物の取り扱いを含む） 

 

欧州の REACH規則((EC)No1907/2006)の第 8次 SVHC(Substances of Very High Concern:高懸念物

質) (2012年 12月 19日公表)にガラスの構成成分として良く知られる鉛酸化物・含鉛複合酸化物が追加

されました。これらの REACH 規則に基づくガラスの届出・情報伝達義務に関する電子部品業界の見解

を以下に提示いたします。 

 

1.SVHCに関する電子部品業界の考え方 

REACH規則では SVHCには第 7条 2項によるECHA(European Chemicals Agency:欧州化学物質庁)

への届出と第 33条による川下ユーザー・消費者への情報伝達が義務付けられており、電子部品業界は予

防原則の理念・立場に則って化学物質のリスク情報の管理・伝達を目指す EU の立場を理解し、協力し

ます。しかしながら多成分を含み組成・構造が複雑で特定困難なガラスの場合、SVHC に該当するか否

かの判別が困難な場合があるため、一定の判断基準が必要です。 

なお、REACH規則において SVHCと呼ばれる物質は、59条 1項に基づいて「認可」の候補物質として

指定されたものであり、その使用と製品への含有について禁止や用途制限等が加えられたものではあり

ません。 

 

2.電子部品中のガラスに関する見解 

REACH規則においてガラスは、EU官報<Commission regulation (EC)No 987/2008> により一つの

物質(Substance)であり、複数物質の混合物(Mixture)ではありません。ガラスの情報伝達において、晶系

が特定できないアモルファス状態を取るガラスは複数の金属酸化物の固溶体であるというその化学的成

り立ちから、構成する金属酸化物の混合物として表記することが一般化していますが、この表記法は化

学物質のリスク管理の観点から不足する情報を補うために物質特定のための識別子(情報)として記載し

ているに過ぎず、ガラス中の構成成分として記載されている酸化物自体が存在しているわけではありま

せん。 

ただし、ガラス中に含鉛複合酸化物を固溶体とさせず SVHCがそのまま存在するものもあります。そ

の場合は、ガラスとその SVHCの混合物と解釈するべきです。 

 

 

 

 

 



 

3.第 8次 SVHCにて追加された鉛酸化物に関する見解 

前項のガラス一般に関する見解で示した判断基準に基づき、鉛酸化物の REACH 規則に基づく届出・

情報伝達に際しての取り扱いに関する見解を提示いたします。 

 

3.1ガラスの構成成分として表記される酸化鉛[PbO, Pb3O4]の取り扱いについて 

酸化鉛[PbO, Pb3O4]の単体化合物と構成成分としてこれらが記載されたガラスとでは危険・有害性を

含む化学的性質が大きく異なっており、これらは全く別の物質(Substance)と捉えるべきです。 

ガラス中の構成成分として表記される酸化鉛[PbO, Pb3O4]は物質特定のための識別子(情報)に過ぎず、

REACH規則における SVHCには相当しません。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

注釈： 

・SVHC：高懸念物質（Substances of Very High Concern）。人間の健康または環境に対して深刻な害を

及ぼす性質を持ち、REACH付属書 XIV、あるいは付属書 XIVに記載されている候補リスト(Candidate 

List)に加えられるべく選定される物質。 


